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ロ
軍
が
戦
闘
爆
撃
機
使
い
殺
害
？

　

中
東
の
人
口
の
大
多
数
を
占
め
る
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
中
で
過
激
派
組
織

「
イ
ス

ラ
ム
国
」
（Ｉ
Ｓ
）
は
、
暗
殺
や
自
爆
テ
ロ

で
相
手
か
ま
わ
ず
殺
戮
を
繰
り
返
し
、
今

や
世
界
的
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
存
在
。

　

だ
が
、
そ
の
最
高
指
導
者
と
目
さ
れ
る

ア
グ
バ
ル
ク
・
バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑
者
が
、
去

る
５
月
28
日
、
ロ
シ
ア
軍
が
実
施
し
た
シ

リ
ア
北
部
ラ
ッ
カ
で
の
空
爆
で

「
死
亡
し

た
と
の
情
報
が
あ
る
」
と
、
ロ
シ
ア
・
タ

ス
通
信
が
報
じ
た
。

　

Ｉ
Ｓ
側
は
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
が
、
死
亡

が
事
実
で
あ
れ
ば
、
報
復
的
目
的
で
テ
ロ

を
激
化
さ
せ
る
公
算
が
大
き
い
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑
者
は
、
２
０
１
４
年
６
月
、

イ
ス
ラ
ム
教
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
後
継
者

「カ
リ
フ
」
が
統
治
す
る

「カ
リ
フ
制
国

家
」
成
立
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
宣
言
し
、

イ
ラ
ク
北
部
モ
ス
ル
の
モ
ス
ク

（
イ
ス
ラ
ム

礼
拝
所
）
で
演
説
を
行
な
う
姿
が
公
開

さ
れ
た
が
、
以
降
は
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
す
の
み
だ
っ
た
。

　

「肉
声
」
で
の
最
後
の
公
開
は
２
０
１
６

年
11
月
で
、
「現
在
の
戦
闘
は
勝
利
の
序
章
。

弱
気
に
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
傷
つ
け

る
敵
と
戦
え
」
と
支
持
者
を
鼓
舞
し
て
い

た
。
米
国
政
府
は
バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑
者
の

逮
捕
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
者
に
、
２
５

０
０
万
ド
ル

（約
27
億
８
０
０
０
万
円
）
の

懸
賞
金
を
用
意
し
、
行
方
を
捜
索
し
て
い

た
。

　

彼
は
１
９
７
１
年
イ
ラ
ク
中
部
サ
マ
ラ
で

生
ま
れ
た
。
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
大
学
で
イ

ス
ラ
ム
神
学
を
学
ん
だ
後
、
国
際
テ
ロ
組

織
で
活
躍
し
た
が
、
２
０
１
３
年
に
脱
退
、

シ
リ
ア
の
過
激
派
組
織
な
ど
を
吸
収
し
、

Ｉ
Ｓ
の
前
身
組
織
を
作
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
国
防
省
に
よ
る
と
、
無
人
機
の
情

報
収
集
で
Ｉ
Ｓ
が
〝
首
都
〞
と
位
置
づ
け

る
ラ
ッ
カ
南
部
の
拠
点
で
幹
部
会
合
が
あ

る
こ
と
を
把
握
、
５
月
28
日
午
前
０
時
35

分
か
ら
10
分
間
、
ス
ホ
ー
イ
戦
闘
爆
撃
機

な
ど
で
攻
撃
し
、
Ｉ
Ｓ
軍
事
部
門
の
司
令

官
約
30
人
と
戦
闘
員
約
３
０
０
人
を
殺
害

し
た
。
こ
の
中
に
バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑
者
が
含

ま
れ
て
い
た
情
報
が
あ
る
と
言
う
。

　

Ｉ
Ｓ
は
一
時
、
主
要
拠
点
だ
っ
た
シ
リ
ア

や
イ
ラ
ク
の
各
地
で
軍
事
的
劣
勢
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
、
シ
リ
ア
の
ラ
ッ
カ
で
も
米

軍
支
援
の
民
兵
組
織
が
地
上
侵
攻
作
戦

を
６
月
に
始
め
た
。

　

空
爆
さ
れ
た
幹
部
ら
は
脱
出
経
路
を
協

議
中
だ
っ
た
。
最
高
指
導
者
の
死
亡
が
確

認
さ
れ
れ
ば
、
大
打
撃
に
な
る
こ
と
は
必

至
だ
ろ
う
。

　

バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑
者
に
関
す
る
死
傷
説

は
、
か
ね
て
か
ら
浮
か
ん
で
は
消
え
、
今

回
は
ロ
シ
ア
国
防
省
が
発
表
し
た
点
に
新

し
さ
が
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
確
定
的
な

証
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
数
カ
月
、

英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
、
欧

州
を
始
め
中
東
諸
国
で
発
生
し
て
い
る
自

爆
テ
ロ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑

者
の
息
の
か
か
っ
た
Ｉ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｉ
Ｓ
内
部
で
は
バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑

者
は

「
象
徴
」
に
過
ぎ
な
い
存
在
な
っ
て

お
り
、
組
織
は
幹
部
12
人
に
よ
る
集
団

指
導
制
に
移
行
し
た
と
の
情
報
も
あ
る
。

　

彼
は
、
イ
ラ
ク
北
部
モ
ス
ル
の
モ
ス
ク
で
、

２
０
１
４
年
７
月
に
演
説
し
、
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
の
後
継
者

「
カ
リ
フ
」
に
就
任
し
、

国
家
を
樹
立
し
た
と
宣
言
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
は
一
度
も
映
像
が
伝

え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
音
声
の
声
明
が
発
表

さ
れ
て
い
る
だ
け
。

　

２
０
１
４
年
11
月
に
は
、
イ
ラ
ク
治
安
部

頻
発
す
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
テ
ロ
・
暗
殺

〝
象
徴
〞
バ
グ
ダ
デ
ィ
死
傷
は
真
実
？

バグダディ容疑者
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隊
に
よ
る
攻
撃
で
死
傷
し
た
と
の
情
報
が

流
れ
、
Ｉ
Ｓ
側
は
こ
れ
を
否
定
。
２
０
１
５

年
10
月
に
は
イ
ラ
ク
治
安
部
隊
が
攻
撃
し

死
傷
し
た
と
の
情
報
も
流
れ
て
い
た
。

　

こ
の
空
爆
で
は
、
列
車
の
車
列
が
多
数

破
壊
さ
れ
、
バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑
者
は
、
他

の
幹
部
と
共
に
殺
害
さ
れ
た
、
と
報
じ
ら

れ
た
。

国
連
が
や
っ
と
重
い
腰
上
げ
る

　

去
る
６
月
８
日
、
イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ

ン
中
心
部
の
国
会
議
事
堂
と
郊
外
の
聖
地

ホ
メ
イ
ニ
廟
が
ほ
ぼ
同
時
に
襲
撃
さ
れ
た

テ
ロ
事
件
で
、
イ
ラ
ン
治
安
当
局
は
殺
害

し
た
銃
乱
射
の
容
疑
者
５
人
は
、
イ
ラ
ク

や
シ
リ
ア
で
Ｉ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
戦
闘

に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

当
局
は
こ
の
他
、
事
件
に
関
与
し
た
容
疑

者
６
人
を
拘
束
、
い
ず
れ
も
イ
ラ
ン
国
籍

と
言
う
。
一
連
の
事
件
で
の
死
者
は
17
人

に
上
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
情
報
省
の
説
明
に
よ
る
と
、
5

人
は
Ｉ
Ｓ
の
拠
点
の
イ
ラ
ク
北
部
モ
ス
ル
、

シ
リ
ア
北
部
ラ
ッ
カ
で
戦
闘
員
と
し
て
活

動
、
昨
年
イ
ラ
ン
に
戻
り
、
国
内
で
テ
ロ

を
計
画
し
て
い
た
と
い
う
。

　

イ
ラ
ン
を

「
テ
ロ
支
援
国
家
」
と
し
て

敵
視
す
る
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
、
７
日
、

哀
悼
の
意
を
表
す
る
声
明
を
出
す
一
方
、

「テ
ロ
を
支
援
す
る
国
は
、
自
ら
が
助
長

し
た
悪
の
犠
牲
に
な
る
リ
ス
ク
も
あ
る
」

と
声
明
。
こ
の

「自
業
自
得
」
の
意
味
と

も
取
れ
る
文
言
に
対
し
、
イ
ラ
ン
の
ザ
リ

フ
外
相
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
「不
快
な
声
明

だ
」
と
反
撃
し
て
い
る
。

　

一
方
、
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
は
、
敵
対

す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
念
頭
に
、
ト
ラ

ン
プ
氏
と

「
テ
ロ
リ
ス
ト
を
支
援
す
る
指

導
者
ら
」
が
５
月
に
会
談
し
て
間
も
な
く

テ
ロ
が
起
き
た
と
し
て
、
名
指
し
を
避
け

な
が
ら
も
サ
ウ
ジ
の
関
与
を
示
唆
。

　

こ
れ
に
対
し
て
サ
ウ
ジ
の
ジ
ュ
ベ
イ
ル
外
相

は

「サ
ウ
ジ
が
関
与
し
た
証
拠
は
何
も
な

い
」
と
反
駁
す
る
な
ど
、
米
・
ア
ラ
ブ
諸

国
の
同
盟
と
イ
ラ
ン
の
〝
舌
戦
〞
も
起
き

て
い
る
。

〝
静
観
の
み
〞
と
も
疑
わ
れ
て
い
た
国
連
は
、

「
Ｉ
Ｓ
が
市
民
を

『
人
間
の
盾
』
に
使
い
、

逃
れ
よ
う
と
す
る
人
々
を
虐
殺
し
て
い

る
」
と
指
摘
、
こ
う
し
た
テ
ロ
実
行
の
Ｉ

Ｓ
を
厳
し
く
非
難
し
た
。
加
え
て
、
北
部

モ
ス
ル
西
部
地
区
で
５
月
26
日
以
降
、
２

３
０
人
以
上
が
Ｉ
Ｓ
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と

を
示
す

「信
頼
で
き
る
情
報
」
が
あ
る
と

発
表
し
た
。

　

国
連
加
盟
国
の
中
に
は
、
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
テ

ロ
と
は
無
縁
の
国
家
が
多
い
。
し
か
し
、

狂
信
的
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
中
に
は
、
反

国
家
権
力
の
立
場
か
ら
テ
ロ
に
走
る
教
徒

が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
国
連
独
自
の
注

意
、
監
視
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
言
を

待
た
な
い
時
代
に
来
て
い
る
こ
と
は
確
か

だ
。

　

米
国
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
流
入
を
防
ぐ
た

め
と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
去
る
６

月
28
日
、
イ
ス
ラ
ム
圏
６
カ
国

（
シ
リ
ア
、

イ
エ
メ
ン
、
ス
ー
ダ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
イ
ラ
ン
、

リ
ビ
ア
）
を
対
象
に
入
国
禁
止
の
措
置
を

取
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ら
６
カ
国

か
ら
の
入
国
希
望
者
に
対
す
る
ビ
ザ
発
行

を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
米
国
在
住

の
近
親
者
や
米
企
業
で
勤
務
が
決
ま
っ
て

い
る
人
達
が
入
国
可
能
と
し
、
祖
父
母
や

孫
、
義
理
の
兄
弟
、
婚
約
者
な
ど
は
認
め

ら
れ
な
い
。
禁
止
期
間
は
90
日
間
と
さ
れ

て
い
る
。

　

米
政
府
は
、
こ
の
入
国
禁
止
令
以
外
で
、

例
え
ば
シ
リ
ア
が
化
学
兵
器
を
使
用
す
る

兆
候
あ
り
、
と
声
明
を
発
表
、
使
用
し

た
場
合
は
、
米
軍
が
攻
撃
す
る
可
能
性

あ
り
と
警
告
し
た
。

　

我
が
国
と
し
て
は
、
今
後
北
朝
鮮
か
ら

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
ど
う
動
く
か
注
視
し
て
行
く
べ
き
だ

ろ
う
。

IS攻撃に向かう駐シリア・ロシア軍のスホーイ27戦闘爆撃機

執拗に抵抗を続けるISの戦闘員

（ロシア国防省）
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